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の概要
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BNG について
ブロードバンドネットワークゲートウェイ（BNG）は、ブロードバンドネットワークに接続す
る加入者用のアクセスポイントです。接続がBNGと宅内装置（CPE）間で確立されている場合、
加入者は、ネットワークサービスプロバイダー（NSP）またはインターネットサービスプロバ
イダー（ISP）が提供するブロードバンドサービスにアクセスできます。

BNGは、加入者セッションを確立および管理します。セッションがアクティブな場合、BNGは
アクセスネットワークのさまざまな加入者セッションからのトラフィックを集約し、サービスプ

ロバイダーのネットワークにルーティングします。

BNGは、サービスプロバイダーによって導入され、エッジルータなどのネットワークの最初の
集約ポイントに存在します。 Cisco ASR 9000シリーズルータなどのエッジルータは、BNGとし
て機能するように設定する必要があります。加入者はエッジルータに直接接続しているため、

BNGは加入者アクセスを効果的に管理します。加入者管理機能は、次のとおりです。

•加入者セッションの認証、許可、アカウンティング
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•アドレス割り当て

•セキュリティ

•ポリシー管理

• Quality of Service（QoS）

BNGを使用するメリットは、次のとおりです。

• BNGルータは、ルーティング機能を実行するだけでなく、認証、許可、アカウンティング
（AAA）サーバと通信してセッション管理機能と課金機能も実行します。これにより、BNG
ソリューションはさらに包括的になります。

•異なる加入者を異なるネットワークサービスに提供できます。これにより、サービスプロ
バイダーは、必要に応じて各カスタマーのブロードバンドパッケージをカスタマイズできま

す。

BNG アーキテクチャ
BNGアーキテクチャの目的は、ブロードバンド接続を加入者に提供し、加入者セッションを管理
するために、BNGルータが周辺機器（CPEなど）およびサーバ（AAAおよび DHCPなど）と対
話できるようにすることです。次の図は、基本的な BNGアーキテクチャを示しています。

図 1：BNG アーキテクチャ

BNGアーキテクチャは、次のタスクを実行するように設計されています。

•ブロードバンドサービスを供給される必要がある宅内装置（CPE）との接続。

• IPoEまたは PPPoEプロトコルを使用した加入者セッションの確立。
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•加入者を認証し、加入者セッションのアカウントを保持する AAAサーバとの対話。

•クライアントに IPアドレスを提供する DHCPサーバとの対話。

4つの BNGタスクは、次の項で簡単に説明されています。

CPE との接続

BNGは、マルチプレクサおよびホームゲートウェイ（HG）経由でCPEに接続します。CPEは、
通信、つまり音声（電話）、ビデオ（セットトップボックス）、およびデータ（PC）でトリプ
ルプレイサービスを表します。個々の加入者デバイスは、HGに接続します。この例では、加入
者はデジタル加入者線（DSL）接続を介してネットワークに接続します。したがって、HGはDSL
アクセスマルチプレクサ（DSLAM）に接続します。

複数の HGは、BNGルータに集約されたトラフィックを送信する単一の DSLAMに接続できま
す。 BNGルータは、ブロードバンドリモートアクセスデバイス（DSLAMまたはイーサネット
アグリゲーションスイッチなど）とサービスプロバイダーネットワーク間のトラフィックをルー

ティングします。

加入者セッションの確立

各加入者（または、具体的にはCPEで実行されているアプリケーション）は、論理セッションに
よってネットワークに接続します。使用されるプロトコルに基づいて、加入者セッションは 2つ
に分類されます。

• PPPoE加入者セッション：PPP over Ethernet（PPPoE）加入者セッションは、CPEと BNG間
で実行されるポイントツーポイント（PPP）プロトコルを使用して確立されます。

• IPoE加入者セッション：IP over Ethernet（IPoE）加入者セッションは、CPEと BNG間で実
行される IPプロトコルを使用して確立されます。IPアドレッシングは、DHCPプロトコルを
使用して実行されます。

RADIUS サーバとの対話

BNGは、外部のリモート認証ダイヤルインユーザサービス（RADIUS）サーバに依存して、加入
者に認証、許可、アカウンティング（AAA）機能を提供します。 AAAプロセス中、BNGは
RADIUSを使用して次の処理を実行します。

•加入者セッションを確立する前に、加入者を認証します。

•特定のネットワークサービスまたはリソースへのアクセスを加入者に許可します。

•アカウンティングまたは課金に対するブロードバンドサービスの使用を追跡します。

RADIUSサーバには、サービスプロバイダーの加入者全員の完全なデータベースが含まれてお
り、RADIUSメッセージ内の属性の形で BNGに加入者データの更新を提供します。一方、BNG
は、RADIUSサーバにセッション使用状況（アカウンティング）の情報を提供します。 RADIUS
属性の詳細については、RADIUS属性を参照してください。

BNGは、AAAプロセスでフェールオーバー冗長性を持つために、複数の RADIUSサーバとの接
続をサポートします。たとえばRADIUSサーバAがアクティブの場合、BNGはすべてのメッセー
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ジを RADIUSサーバ Aに渡します。 RADIUSサーバ Aとの通信が失われた場合、BNGはすべて
のメッセージの宛先を RADIUSサーバ Bに変更します。

BNGと RADIUSサーバ間の対話中、BNGはラウンドロビン方式でロードバランシングを実行し
ます。ロードバランシングプロセス中、RADIUSサーバ Aに処理するための帯域幅がある場合
にのみ、BNGは AAA処理要求を RADIUSサーバ Aに送信します。それ以外の場合、要求は
RADIUSサーバ Bに送信されます。

DHCP サーバとの対話

BNGは、アドレス割り当ておよびクライアント設定機能について、外部のダイナミックホスト
コンフィギュレーションプロトコル（DHCP）サーバに依存します。 BNGは、アドレッシング
プロセスでフェールオーバー冗長性を持つために、複数の DHCPサーバに接続できます。 DHCP
サーバには、CPEにアドレスを割り当てる IPアドレスプールが含まれています。

BNGと DHCPサーバ間の対話中、BNGは DHCPリレーまたは DHCPプロキシとして機能しま
す。

DHCPリレーとして、BNGはクライアント CPEから DHCPブロードキャストを受信し、DHCP
サーバに要求を転送します。

DHCPプロキシとして、BNG自体はDHCPサーバからアドレスプールを取得することでアドレス
プールを維持し、IPアドレスのリースも管理します。 BNGは、レイヤ 2でクライアントホーム
ゲートウェイと通信し、レイヤ 3で DHCPサーバと通信します。

DSLAMは、加入者 ID情報を挿入することによって DHCPパケットを変更します。 BNGは、
DSLAMによって挿入された ID情報とDHCPサーバによって割り当てられたアドレスを使用し、
ネットワーク上の加入者を識別して IPアドレスのリースをモニタします。

ISP ネットワークモデルでの BNG の役割
BNGの役割は、加入者から ISPにトラフィックを渡すことです。BNGが ISPに接続する方法は、
BNGが存在するネットワークのモデルによって異なります。ネットワークモデルには、次の 2
つのタイプがあります。

•ネットワークサービスプロバイダー, （5ページ）

•アクセスネットワークプロバイダー, （5ページ）
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ネットワークサービスプロバイダー

次の図は、ネットワークサービスプロバイダーモデルのトポロジを示しています。

図 2：ネットワークサービスプロバイダーモデル

ネットワークサービスプロバイダーモデルでは、ISP（小売業者とも呼ばれる）が加入者へのブ
ロードバンド接続を直接提供します。上の図に示すように、BNGはエッジルータにあり、その
役割はアップリンクを介してコアネットワークに接続することです。

アクセスネットワークプロバイダー

次の図は、アクセスネットワークプロバイダーモデルのトポロジを示しています。

図 3：アクセスネットワークプロバイダーモデル

アクセスネットワークプロバイダーモデルでは、ネットワーク事業者（卸売業者とも呼ばれる）

がエッジネットワークインフラストラクチャを所有し、加入者へのブロードバンド接続を提供し

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータブロードバンドネットワークゲートウェイ
コンフィギュレーションガイドリリース 4.3.x    

   OL-28375-01-J 5

ブロードバンドネットワークゲートウェイの概要

ISP ネットワークモデルでの BNG の役割



ます。ただし、ネットワーク事業者はブロードバンドネットワークを所有していません。その

代わり、ネットワーク事業者はブロードバンドネットワークを管理する ISPの1つに接続します。

BNGはネットワーク事業者によって実装され、その役割は複数の ISPの 1つに加入者トラフィッ
クを渡すことです。事業者から ISPへのハンドオフタスクは、レイヤ 2トンネリングプロトコル
（L2TP）またはレイヤ 3仮想プライベートネットワーキング（VPN）によって実装されます。
L2TPには、次の 2つの異なるネットワークコンポーネントが必要です。

• L2TPアクセスコンセントレータ（LAC）：LACは BNGによって提供されます。

• L2TPネットワークサーバ（LNS）：LNSは ISPによって提供されます。

BNG パッケージ
BNGフィーチャセットは、プラットフォームに依存しない（PI）コンポーネントとプラットフォー
ムに依存する（PD）コンポーネントの両方を含む複数のコンポーネントによって提供されます。
BNGパッケージは、BNGフィーチャセットを提供するコンポーネントの集まりです。BNGは、
ASR9K導入のサブセットでのみ使用されます。その結果、BNGパッケージ機能によって、BNG
機能を使用しないシステムで最小のシステムリソースが使用されます。

BNGフィーチャセットをサポートする BNG PIEは、ASR9kプラットフォームでコンパイル、イ
ンストール、アンインストール、アクティブ化、および非アクティブ化される場合があります。

BNG PIEの要件は、次のとおりです。

• BNGフィーチャセットは、BNGPIEがインストールされるまでASR9Kで使用できません。

• ASR9K CPUは、BNG PIEがインストールされるときに再起動されません。

•関連する BNGの設定は、BNG PIEが削除または非アクティブ化されるときに実行コンフィ
ギュレーションから削除される必要があります。

BNG機能は、x86ベースのプラットフォームでのみ導入され、使用可能な PIEは asr9k-bng-px.pie
です。

Cisco ASR 9000 ルータでの BNG PIE の構築およびインストール
Cisco ASR 9000ルータで BNG PIEをインストールするには、次の作業を実行します。

はじめる前に

x86ベースのルートスイッチプロセッサ（RSP）に対して、jam asr9k-bng-px.pieコマンドを使用
して BNG PIEを構築します。

手順の概要

1. admin
2. install add {pie_location | source | tar}
3. install activate {pie_name | id}

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータブロードバンドネットワークゲート
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

管理モードを開始します。admin

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# admin

ステップ 1   

Cisco ASR 9000ルータで、PIEファイルをイ
ンストールします。

install add {pie_location | source | tar}

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)# install add
/asr9k-bng-px.pie

ステップ 2   

Cisco ASR 9000ルータで、インストールされ
た PIEをアクティブ化します。

install activate {pie_name | id}

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)# install activate
asr9k-bng-px.pie

ステップ 3   

次の作業

421から 430へのアップグレード中、BNG PIE（asr9k-bng-px.pie）をインストールする前に
ASR9kベースイメージの PIE（asr9k-mini-px.pie）をインストールすることを推奨します。

（注）

BNG PIEをインストールしたら、フラッシュまたは tftpロケーションから BNG関連の設定をコ
ピーします。BNGPIEが非アクティブ化されて再度アクティブ化された場合、設定端末から load
config removedコマンドを実行して、削除された BNGの設定をコピーします。

ほとんどのBNGの機能の設定は、新しい名前空間のパーティションに移動され、BNG機能は
デフォルトでは使用できません。これは、BNG PIEのインストール前後でいくつかのコマン
ドが一致しないことを意味します。そのため、必要に応じて、「clear configs inconsistency」を
実行する必要がある場合があります。

（注）

BNG 設定プロセス
Cisco ASR 9000シリーズルータでの BNGの設定には、次の段階があります。
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• RADIUSサーバの設定：BNGは、認証、許可、アカウンティング機能についてRADIUSサー
バと対話するように設定されます。詳細については、認証、許可、アカウンティング機能の

設定を参照してください。

•コントロールポリシーのアクティブ化：コントロールポリシーをアクティブ化し、特定の
イベントが発生したときにBNGが実行するアクションを決定します。アクションの手順は、
ポリシーマップに示されています。詳細については、コントロールポリシーのアクティブ

化を参照してください。

•加入者セッションの確立：ブロードバンドサービスへのアクセスについて、加入者からネッ
トワークに 1つまたは複数の論理セッションを設定します。各セッションは、一意に追跡お
よび管理されます。詳細については、加入者セッションの確立を参照してください。

• QoSの導入：Quality of Service（QoS）は、さまざまなネットワークアプリケーションおよび
トラフィックタイプを制御するために導入されます。たとえば、サービスプロバイダーは、

各加入者に割り当てられるリソース（サンプル帯域幅）を制御し、カスタマイズされたサー

ビスを提供し、ミッションクリティカルなアプリケーションに属するトラフィックを優先さ

せることができます。詳細については、Quality of Service（QoS）の導入を参照してくださ
い。

•加入者機能の設定：ポリシーベースルーティングなどの追加機能、アクセスリストやアク
セスグループを使用したアクセスコントロール、およびマルチキャストサービスを提供す

る特定の加入者機能をアクティブ化する設定を行います。詳細については、加入者機能の設

定を参照してください。

•セッション確立の確認：確立されたセッションは、接続が常に使用可能であることを保障す
るために確認およびモニタされます。確認は、主に「show」コマンドを使用して行われま
す。さまざまな「show」コマンドのリストについては、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation
Services Router Broadband Network Gateway Command Reference』を参照してください。

BNGコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー
ザグループに属している必要があります。各コマンドに必要なタスク IDについては、『Cisco
ASR 9000 Series Aggregation Services Router Broadband Network Gateway Command Reference』を参照
してください。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用できないと考えられる場合、

AAA管理者に連絡してください。

制約事項

BNGが設定されている場合は、選択的 VRFダウンロード（SVD）をディセーブルにする必要が
あります。 SVDの詳細については、『Cisco IOS XR Routing Configuration Guide for the Cisco XR
12000 Series Router』を参照してください。

BNG のハードウェア要件
BNGをサポートするハードウェアは、次のとおりです。

• BNGは、衛星ネットワーク仮想化（nV）システムでサポートされます。
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• BNGは、Cisco ASR 9922シリーズアグリゲーションサービスルータでサポートされます。

• BNGは、RSP-440ルートスイッチプロセッサを搭載する Cisco ASR 9000シリーズアグリ
ゲーションサービスルータでサポートされます。 RSP 2ルートスイッチプロセッサは、
BNGをサポートしません。

表 1：BNG でサポートされるラインカードおよびモジュラポートアダプタ

モジュラポートアダプタラインカード

A9K-24X10GE-SE24ポート 10ギガビットイーサネットライン
カード、最適化されたサービスエッジ

A9K-36X10GE-SE36ポート 10ギガビットイーサネットライン
カード、最適化されたサービスエッジ

A9K-MOD80-SE80ギガバイトモジュララインカード、最適
化されたサービスエッジ

A9K-MOD160-SE160ギガバイトモジュララインカード、最適
化されたサービスエッジ

A9K-MPA-20GE20ポートギガビットイーサネットモジュラ
ポートアダプタ（MPA）

A9K-MPA-2X10GE2ポート 10ギガビットイーサネットモジュ
ラポートアダプタ（MPA）

A9K-MPA-4X10GE4ポート 10ギガビットイーサネットモジュ
ラポートアダプタ（MPA）

A9K-MPA-2X40GE2ポート 40ギガビットイーサネットモジュ
ラポートアダプタ（MPA）

A9K-MPA-1X40GE1ポート 40ギガビットイーサネットモジュ
ラポートアダプタ（MPA）

BNG の相互運用性
BNGの相互運用性によって、BNGは他の大規模な異種ネットワークと情報を交換し、使用でき
るようになります。主要な機能は、次のとおりです。

• BNGと ASR9001の共存

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータブロードバンドネットワークゲートウェイ
コンフィギュレーションガイドリリース 4.3.x    
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ASR9001は、ルートスイッチプロセッサ（RSP）、ラインカード（LC）、およびイーサネッ
トプラグ（EP）で構成される処理能力に優れたスタンドアロンルータです。すべてのBNG
機能は、ASR9001シャーシで完全にサポートされます。

• BNGによる nV衛星のサポート

nV衛星がサポートする 2つのトポロジは、次のとおりです。

•単一のイーサネットポート接続を介してASR9Kに接続される衛星ノードのCPE側にあ
るバンドルされたイーサネットポート。

•衛星からアクセスネットワークへの非バンドルポート、および衛星ノードとASR9K間
のバンドルポート。

• BNGとキャリアグレード NAT（CGN）の相互運用

IPv4アドレス空間の枯渇による差し迫った脅威に対処するために、残りの IPv4アドレスま
たは使用可能な IPv4アドレスをより多くのカスタマー間で共有することを推奨します。こ
れは、サービスプロバイダーネットワークのより集中型の NATへのアドレス割り当てを主
に実行するCGNを使用して行われます。NAT44は、CGNを使用するテクノロジーで、IPv4
アドレス空間の枯渇問題の管理に役立ちます。 BNGは、IPoEおよび PPPoEベースの BNG
加入者セッションで NAT44変換を実行する機能をサポートします。

制約事項

•次のトポロジは、nV衛星でサポートされません。

◦単一のイーサネットポート接続を介してASR9Kに接続される、衛星ノードのCPE側に
ある単一のイーサネットポート（非バンドル）。

◦バンドルイーサネット接続を介してASR9Kに接続される、衛星ノードのCPE側にある
バンドルされたイーサネットポート。

• BNGは、非バンドル ICLを持つ衛星ではサポートされません。

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータブロードバンドネットワークゲート
ウェイコンフィギュレーションガイドリリース 4.3.x

10 OL-28375-01-J  

ブロードバンドネットワークゲートウェイの概要

BNG の相互運用性


	ブロードバンド ネットワーク ゲートウェイの概要
	BNG について
	BNG アーキテクチャ
	ISP ネットワーク モデルでの BNG の役割
	BNG パッケージ
	Cisco ASR 9000 ルータでの BNG PIE の構築およびインストール

	BNG 設定プロセス
	BNG のハードウェア要件
	BNG の相互運用性


